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　灯火具は、住生活にかかわる民具の一種であり、これを定
義するならば「火から発せられる光を利用した暗い場所を照
らすための道具」ということができる。
　日本における灯火の歴史を振り返ると、われわれの祖先が
最初に接したあかりは、木や草などの自然物を燃やした火の
あかりであっただろう。縄文時代の竪穴住居には炉が設けら
れ、ここで焚かれた火が調理、暖房、照明の役目を同時に果
たしていた。この炉の火から照明のために用いる火が分けら
れるようになり、灯火具が生まれたと考えられている。
　縄文時代の遺跡から出土する釣手土器や香炉型土器など
は、煤のようなものが付着したものがみられ、これらが灯火
具として使用されていた可能性もある。ただし、今回まとめ
た灯火具の一覧表では考古資料は除外した。また、茶席の灯
火具や、妓楼や料理屋で使われたものなど、灯火の文化史の
なかでは重要な資料と位置づけられるものであっても、日常
の生活用具という観点からみると一般的ではないものや、今
日、実物資料がほとんど残っていないものは除外した。さら
に、ある地域に限って見られる特徴的な灯火具（たとえば新
潟の臭水灯台や竹あかりなど）については、これを独立して項
目立てることはせず、同じカテゴリーの中で言及するにとど
めた。　
　ここからは、日本の灯火具を光源として用いられる材料
（燃料）によって分類し、それぞれのカテゴリーごとにいく
つかピックアップして解説を加えてみたい。
　まず、火を作る道具から紹介する。電灯はスイッチで点灯
するが、かつての灯火具はまず火種を作る必要があった。古
くから行われていた火起しの方法としては、木と木をこすり
あわせて発火させる摩擦法と、固いものを打ちつけて火花を
出すことによる打撃法の二種類がある。一般的に使用された
のは火打石と火打金で、火打箱のなかに火打石・火打金・火
口を入れ、付木と一緒に台所などに常備されていた。また、
携帯用として火打袋があり、小型の火打石・火打金・火口一
式を納めて持ち歩いた。
　燃えやすい木などの自然物を燃料とする灯火具としては、
屋内用ではマツアカシダイやヒデバチなどがあり、屋外用と
しては篝、松明などがある。松の根の部分を細く割いたもの
を、関東地方ではヒデと呼び、あかりの燃料として用いられ
てきた。ヒデバチは、ヒデを用いる石製の灯火具で、東日本
で多く見られる。一方、西日本では鍬など使わなくなった鉄
製農具を再利用して作ったマツトウガイやマツアカシなどの
灯火具が広く使用された。このような肥松を燃やす素朴な灯
火具は、地域によってさまざまな名称で呼ばれているが、一
覧表のなかでは「松明台」としてまとめた。
　自然物を燃やすあかりの段階から進み、魚や草木の実から
しぼりとった油を燃料にしたあかりが広まっていく。日本で
いつ頃から動植物油があかりの燃料として用いられるように
なったのかはっきりとはしないが、 7 世紀前半頃、仏教伝
来以降と考えられている。奈良・平安時代から江戸時代の初
めまで、植物性の油を灯火として利用したのは、神仏への献
灯や宮中、貴族などの特権階級に限られていたとされてい
る。江戸時代以降、菜種油の製産が盛んになったことで、江
戸や京大坂などの都市を中心に植物油のあかりが普及してい
った。それでも菜種油は高価なため、煙と臭気のある魚油も
使用された。油用の灯火具は、最初は油皿のような素朴なも
のからはじまり、中世以降、灯台や灯籠が現れ、江戸時代に
灯油が普及すると、ヒョウソクや行灯、カンテラなどさまざ
まな灯火具が生まれた。油皿は、灯油を入れる皿状の器で、
灯明皿や火皿と表記されていることもある。江戸時代の文献
などを見ると、燈盞（とうさん）と表記されている例が多
く、これに「あぶらざら」と読み仮名が付されている。盞
は、「うき」とも読み、これはサカズキをあらわす古語であ
るという。「灯明皿」は、神仏へのお供えとしてのあかりを
ともす皿という意味になる。火皿という表記もあるが、「あ
ぶらざら」の呼称が一般的であると考えられるため、項目の
名称として「油皿」を選んだ。油皿の使い方は、油を入れて
灯芯を浸し、これを灯芯押さえ（カキタテ）でしずめて点火
する。皿一枚で用いるものから、やがて受け皿が付いて二枚
重ねになったものや、 8 ～10 cm ほどの台が付いたものが現
れた。受け皿には、上に皿を乗せるための円形の受けが付い
ており、その一部に切れ込みがあって、上の皿から垂れた油
が流れ込むように工夫されている。
　油皿よりも多くの灯油を入れられるように考案されたのが
ヒョウソクである。その形状はバラエティに富んでいるが、
特に茶碗型のものをタンコロと呼ぶ。油皿やヒョウソクを置
いて使用するのが灯台で、これに火袋をつけて風除けとした
ものが行灯である。行灯も用途に応じて多種多様あり、四角
形の行灯を角行灯、円筒状で火袋が半回転するタイプのもの
を遠州（円周）行灯という。また、火袋が紙ではなく金網の
ものを金網行灯といい、これは寺や大名屋敷などの廊下に置
かれたものという。なお、行灯には灯油を注ぎ足すための油
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差しと、油や燃えカスで台を汚すのを防ぐための行灯皿が付
属する。このほか、瓦土で焼いた瓦灯は庶民の灯火として親
しまれ、江戸の今戸焼き製が著名である。
　ロウソクは奈良時代の仏教伝来とともに伝わったとされて
いる。当時のロウソクはミツバチの巣から作った蜜ロウソク
で大変な貴重品であった。やがて、ハゼや漆を原料とした木
蝋の国内生産が始まり、江戸時代中期頃に木蝋（和ロウソク）
が量産されるようになると、ロウソク用の灯火具も、次々と
考案された。室内用としては燭台、雪洞（ぼんぼり）など、
屋外では提灯、手燭、ガンドウなどがあるが、手燭や提灯な
ど持ち運びできる灯火具はロウソクの普及とともに発達した
灯火具である。打ち燭、差し燭などと呼ばれる燭台は、少々
荒っぽい灯火具で、金属製で先端が鋭く尖っており、これを
作業場などの板壁や畳に突きたてて用いた。燭台はロウソク
用の灯火具であるが、ロウソクが高価だったこともあり、灯
台と兼用のものが多い。また、和ロウソクでは、燃えかすが
残って明るさが落ちるため、始終「芯切り」をする必要があ
ることから芯切りハサミと「ほくそ壺」と呼ばれる燃えカス
入れが付属する。
　石油は、日本でも越後地方などで産出しており、これをク
ソウズ（臭水・草生水）と呼び、ぼろ布などを灯芯に使った
灯火具が用いられていた。石油ランプは幕末に欧米からもた
らされた。行灯や燭台に比べてはるかに明るく、明治 20 年
頃には国産品の石油ランプが普及していったという。国産の
石油ランプでは、日本家屋の調度に合うようデザインされた
座敷ランプや台ランプ、風呂場などで使う豆ランプなどが考
案された。
　その後、日本の照明はガス灯、電灯と発達し、明治 30 年
代以降は電灯が主流となって現在に至っている。
　川崎では、明治 32 年（1899 年）に大師電気鉄道が開業
し、明治 40 年からこの余剰電力による電灯事業が川崎町・
大師河原村・御幸村で開始された。しかし、大師河原村など
は明治 30 年代にやっと行灯から石油ランプの時代になった
ばかりであったため、電灯の導入に消極的だったという。初
期の電灯は一軒に一灯で、長いコードを付け、必要に応じて
別の部屋へと移動させて用いた。電灯の時代になっても外出
時には提灯が必需品で、太平洋戦争後もしばらくは提灯を持
っていたという。明治～大正時代の灯火具の様子を聞くと、
農家では囲炉裏の火が照明を兼ねており、石油ランプもザシ
キランプ（オオランプ）一台と手ランプ一台のみだった。ま
た、ロウソクの代わりに、ゴマ殻で作ったあかりも用いたと
いう。これは、米ぬかを油で練り乾したゴマ殻に塗り付けて
ロウソクのように用いたもので、黒い煙が出るが明るかった
ようである。類似のものに松脂ロウソクなどがあるが、その
土地で入手しやすい材料を工夫して高価なロウソクや灯油に
替えて用いることはどこでも行われてきたのであろう。
　日本の灯火具は種類も多く、その造形も多様で興味深いも
のが数多くあるが、実際に民家で使用されてきた灯火具とい
うと、その種類はある程度限られてくるようである。一方
で、地域に特有の灯火とその道具というものがあり、灯火具
についても聞き取り調査の成果を踏まえて、地域ごとの実態
を明らかにしていくことが肝心であろう。
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